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第２１号 

お知らせ 

新施設長就任の 
ご挨拶 

横浜市障害者後見的支援制度が戸塚区においても当法人が運営法人とし

て 3月よりスタートしています。その事業の開始に伴い年度途中の今年 2月

より、宮坂施設長の後任として東戸塚地域活動ホームひかりの施設長に就任

いたしました。 

私は平成 20 年から東戸塚地域活動ホームひかりで、相談業務を中心に仕

事をしてきました。社会福祉法人型の地域活動ホームは幅広く事業を展開

し、地域の期待も高く、改めてその責任の重さを感じています。また再来年

は開所して 10 周年という大きな節目を迎えます。 

「その人らしく生きる」という法人の理念のもと、新しい事業展開も視野

に入れて職員一丸となり、地域に根ざした施設作りを実現するため、微力で

はありますが、努力して参ります。 

今後とも変わらぬご支援とご指導を賜りますようよろしくお願いいたし

ます。 

 

活動ホームひかりでは、４月より新卒の利用者さん３人を迎えてのスタート

となりました。よろしくお願いします！ 

 

◆ペガサス       小野 駿一郎さん 

鈴木 崇吾さん 

◆カシオペア     茂田井 純さん 
 

中瀬 明徳 

施設長退任の 
ご挨拶 

 

ひかりでの６年間は、あっという間でした。思い出すのは楽しかったことばかりです。 

お世話になったみなさん、ありがとうございました。 

宮坂 俊彦 
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日中活動では、新たなプログラムとして、エアロビクスを行っています。 

講師は、元気な声と笑顔が特徴の、神奈川県エアロビック連盟所属  

菊池先生です。 

現在、２ケ月に１回のペースで、カシオペアの部屋で行っています 

が、他の部屋の方たちも参加して、毎回良い汗をかいていますよ～💦 

 曲は童謡からポップスまで幅が広く、曲に合わせて先生が振り付けを考えてき 

てくださっています。 

        やっぱり、音楽に合わせて体を動かすのはサイコーです！ 

地域活動支援センター ラフォーレさくら 

〒232-0055 横浜市南区中島町 2-47-3 

TEL 045-710-7355 

FAX  045-710-7353 

http://blog.goo.ne.jp/lafore-sakura 

 

 

 http://blog.goo.ne.jp/lafor

e-sakura 

 

日
中
活
動
ニ
ュ
ー
ス 

2 月 27 日（金）、ラフォーレさくらは、日帰りバス旅行（沼津港とイチゴ狩り）に

出かけました。 

天気は、快晴。沼津港では新鮮な海の幸を美味しくいただき、ひものやエビせんべ

いなど、漁港ならではの土産品に目を奪われながら買物を楽しみました。また、港の

入口にある大型展望水門『びゅうお』に上り、太陽の光をいっぱい浴びた、沼津の海

と雄大な富士山を同時に観る事が出来ました。 

 

 

 

  

その後、三島市にある、フルーツパークへ移動しました。広々としたハウスの中に

は陽を浴びた真っ赤なイチゴが美味しそうに連なり係の方の「制限時間なし！練乳お

かわり自由！もちろん、食べ放題！」という説明を聞き、参加者全員に笑顔が溢れま

した。「もう、食べられない。」という言葉を合図にイチゴ狩りは終了しました。 

 好天に恵まれて、参加者全員、大満足の 1日となりました。 
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そ
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二
見
友
子 

 

２９ 

私
の
お
気
に
入
り
は
、
学
生
時
代
続
け
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
道
具

で
す
。
最
近
は
、
プ
レ
ー
す
る
こ
と
な
く
道
具
を
使
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
自
宅
の
玄
関
に
お
気
に
入
り
の
グ
ロ
ー
ブ
を
置
い
て
い
ま
す
。

家
を
出
る
時
、
帰
っ
て
く
る
時
、
そ
の
グ
ロ
ー
ブ
を
見
る
と
「
前
向

き
な
気
持
ち
」
に
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
グ
ロ
ー
ブ
を
は
め
る
と
、
学

生
時
代
部
活
に
没
頭
し
た
日
々
を
思
い
出
し
ま
す
。 

仲
間
と
楽
し
く
過
ご
し
た
中
学
時
代
、
坊
主
頭
に
し
た
女
子
高
生

時
代
、
国
体
選
手
に
選
ん
で
も
ら
っ
た
大
学
時
代
。
支
え
て
く
れ
た
、

家
族
や
恩
師
。
今
更
で
す
が
、
た
く
さ
ん
の
人
が
応
援
し
て
く
れ
て

い
た
と
気
づ
き
ま
し
た
。 

思
い
返
せ
ば
、
高
校
時
代
、
四
番
バ
ッ
タ
ー
を
任
せ
て
も
ら
い
、

自
分
は
で
き
る
と
勘
違
い
し
て
い
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選

前
、
五
番
バ
ッ
タ
ー
に
な
り
悔
し
い
思
い
を
し
た
事
を
覚
え
て
い
ま

す
。
誰
が
一
番
辛
か
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
急
に
四
番
に
な
っ
た
選

手
と
周
り
の
仲
間
だ
っ
た
と
、
感
じ
ま
し
た
。
皆
の
足
を
引
っ
張
ら

な
い
よ
う
に
、
絶
対
結
果
を
出
す
！
そ
の
思
い
で
ガ
ム
シ
ャ
ラ
に
プ

レ
ー
し
ま
し
た
。
あ
と
一
歩
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
は
出
場
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、「
チ
ー
ム
プ
レ
ー
の
素
晴
ら
し
さ
」
を
学
び
ま
し
た
。 

今
、
ひ
か
り
で
仕
事
を
さ
せ
て
も
ら
い
、
毎
日
楽
し
く
過
ご
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
た
く
さ
ん
の
方
た
ち
が
私
を
支
え
て
く
れ
て
い

る
か
ら
で
す
。
そ
の
グ
ロ
ー
ブ
を
見
て
今
日
も
が
ん
ば
る
ぞ
！
と
い

う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。 

  

◆カシオペア    ３月５日       こども宇宙科学館 

◆ペガサス    ３月１６日、１８日  横浜オービィ 

◆ミルキーウェイ ３月１９日       横浜オービィ 

◆ＤＥＭ         ３月２０日     横浜中華街 

1 日外出のご報告♪ 

■アクセス■ 

横浜市戸塚区戸塚町 4130-5 

R・K・BLD Totuka Ⅱ 3F 

TEL: 045-435-9481 
FAX: 045-435-9482 

 

後見的支援センター 

とつかエコー 
社会福祉法人ひかりでは、横浜市から運

営法人として委託を受け、平成 27 年 3

月より、「横浜市障害者後見的支援事業」

をスタートしました。障害のある方やご

家族が将来も安心して暮らせる地域を

目指して活動して参ります。 
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◆齊藤理事長のご紹介…続き◆ 

■編集後記■ 

・（若杉）諸事情により、相談室の席替えがありました。 

  景色が変わってちょっと新鮮♪ 

・（森川）春と言えば、桜。惹かれるのは、枝垂れ桜です。

夏は、枝垂れ柳の花火もいいですね。 

・（岩崎）陽気が暖かくなってきましたね～ 

 また体を動かす良い季節になってきたと思います！ 

Q：ドイツから戻られた後はいくつかの障害者施設で勤務されていたそうですね。施設利用者の権利宣言

である「あおぞら宣言」及び「あおぞらプラン」の策定に関わったとの事ですが、当時の事について教え

て下さい。 

 今から 20 年程前、1994 年に神奈川県知的障害者施設協会が、知的障害のある施設利用者の主張、権利

宣言、権利擁護宣言、行動計画で構成される「あおぞらプラン」を発表しました。私は当時同協会の広報

担当という立場でプランの作成に関わった策定委員の一人でした。それは施設職員になって 20 年、国際

障害者年（1981 年）から 10 年程が経過していました。「あおぞら宣言」は、施設利用者の権利宣言として

作られましたが、「施設協会の責任として、現に地域生活をしている人たち、これから施設を出て地域で

暮らすであろう人たちにまで及ぶ内容にする必要がある」ということが前提でした。 

 

「（略）わたしと あなたは おなじ だから わたしもあなたも おなじように生活できるよう 一緒

に考えよう おなじように幸せになれるよう 一緒にがんばろう」 

 

これは、前文の最後の段落の言葉です。障害のない人たちに対して、同じ人間として見て欲しいと訴え

かけています。そもそも入所施設の生活は普通の人の暮らしと同等か？という問題がこの根底にはあるの

です。そして施設の利用者にとっては「職員集団・組織・伝統」という大きく厚い壁があります。それに

対して地域で生活する障がいのある人たちの周りには家族や隣近所の人たち、普段利用しているサービス

の関係者等々、多くの人たちとの関わりがあります。自分の願いを伝え、叶えてもらえるよう働きかける

のには、隣近所の人たちを“よき支援者、理解者、協力者”として仲間に引き込む行動が大切なプロセス

となります。 

あらためて現在の「あおぞら宣言」を読んで感じるのは、やはり「施設」という集合体は今も昔も内向

きになりやすく、改革を求めた宣言の意図とは距離があります。施設内に障害のある人たちが押し込めら

れてしまっていると思います。 

 

Q：私は今回初めて「あおぞら宣言」を拝見したのですが、20 年経ってもあまり違和感のない権利宣言で

あるという事そのものが、障害のある方の置かれている状況を表しているようにも感じました。 

では最後に、社会福祉法人ひかりの理事長として、皆さんへメッセージをお願いします。 

日本が批准した障碍者権利条約では「意思決定支援」の重要性を明言しています。意思形成・意思表明・

意思実現というプロセスは障がいのある本人にとっては重大な権利だとする、社会全体の一致した価値観

に築きあげるのが、私たちの使命です。“当たり前の市民”に認知されていない長い歴史からみても、開

花にそそぐ大きな力の結集は容易ではありませんが、障がいのある人に寄り添い、ともに歩む私たちにし

かできない大きなやりがいのある仕事ではないでしょうか。 

 


